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大田区教育委員会では、郷上の貴重な歴史遺産である文化財の保護と活用の為に、様々な

活動を行つております。

10月 1日 から11月 30日 までは東京文化財ウィーク事業期間です。区内でも各種の行事が開

催されます。皆様の積極的なご参加をお待ちしております。
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◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

文 化財 講 演会 を開催 しま した

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

平成 24年 3月 17日 (土 )、 郷土博物館 2

階会議室において、平成 23年度の文化財講

演会を開催 しま した。講師 として東京都埋

蔵文化財センターの松崎元樹氏をお迎え し

て、『横穴墓とはなにか 一古代人の葬市1と

文化一』と題 して、ご講演をいただきまし

た。

田園調布、久が原、池上、馬込や 山王な

ど、斜面地の多い大 田区では、古墳時代の

終わ りか ら奈良時代にかけて、 トンネル状

に穴を掘つて当時の人々を埋葬 した横穴墓

が数多 く所在 します。

講演では、 これまでの調査の歴史 を振 り

返 りなが ら、最近の研究成果 を分か りやす

く解説 していただきま した。そ し́て、盛土

を したいわゆる高塚の古墳に代わつて、横

穴墓がつ くられてい く社会の変化や歴史的

背景について、お話 しいただきま した。

講演後は活発 な質問がなされ、参加 され

た方々の熱心 さが伺われま した。

文 化 財 保 護 の 普 及 啓 発 事 業

鵜の木松山公園内の横穴墓 講演会の様子



埋 蔵 文 化 財 調 査 報 告

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

西六郷 ―丁 目 22番 貝塚の調査

◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇

平成 23年度は、西六郷一丁 目 22番 貝

塚 (大 田区遺跡m208)の発掘調査を行い

ま した。 この遺跡 は奈 良時代～平安時代

の貝塚 として登録 され、西六郷一丁 目 18

～22番街 区にかけて広が りが認 められま

す。

貝塚 とい うと、主 に縄文時代に形成 さ

れた ものだ と思われ るかも しれませ んが、

大 田区には、弥生時代・古墳時代 。奈良

時代・平安時代の貝塚があることがわか

っています。海 に近 い ことか ら、人び と

が生活の中で海の幸 を大いに利用 してい

た ことが うかがえます。

その中で西六郷一丁 目 22番貝塚は、こ

れ までに本格的な発掘調査が行 われた こ

とがなかったため、その内容 については、

詳細が不明で した。

今回、西六郷一丁 目 18番 において区立

の児童厚生施設の建設 に伴 い、本格的な

調査が必要か どうか を判断す るための試

掘調査 を行 いま した。 その結果、竪穴状

遺構 (た てあな じょういこ う)1基 と溝状

遺構 (み ぞ じょうい こ う)2条 が発見 さ

れま した。 そ して、堅穴状遺構 には貝塚

が形成 されていることがわか りま した。

試掘調査の段階で竪穴状遺構 よ り中世

の陶器・ 土器 の破片が出土 していること

か ら、当該時期 の地点貝塚であることが

予測 され、 この竪穴状遺構 と溝状遺構 を

中心に 109ぽ の範囲 を対象 として本格的

な発掘調査 を行いま した。

この調査 の結果、試掘調査で発見 され

た遺構 のほかに土坑 (ど こ う)が 3基 (1

号～ 3号土坑 )、 新 たに発見 され、その う

ちの土坑 1基 (3号 土坑)に は貝塚が形 _

成 されてい ま した。 また、試掘調査で見

つかつた 2条 の溝状遺構は連続 した 1つ
の もの (1号溝状遺構 )で あることがわ

か りま した。

出土遺物は、自磁 (は くじ)、 須恵器 (す

えき)、 灰釉陶器 (か いゆ うとうき)、 陶

器 、土器、種実な ど総数 188点 です。

各遺構 の出土遺物か ら 1・ 2号土坑 は

平安時代、 1号溝状遺構 は鎌倉～南北朝

時代、貝塚が形成 されていた 1号竪穴状

遺構 と 3号土坑は室町時代 に帰属す るこ

とが考え られます。

1号竪穴状遺構の貝塚 は、 5つ の貝層

によつて形成 されてお り、それぞれの貝

層 の主体 はマガキで次いでハマグ リや シ

オ フキな どです。員の総量は第 5貝 層 が

最 も多 く、第 1貝 層 に行 くに したがらて

総量が減 ります。

5つ の貝層 で注 目 され る こ とは、第

5。 第 4貝 層 はマガキが大型の個体が多

く、破砕率が低いのに対 して、第 3貝 層・

第 2貝 層 はマガキの稚貝が多 く含まれ る

よ うにな り、破砕率が高 くなることです。

第 1貝 層 は、マガキの稚貝が含 まれ る量

は第 2貝 層 に比べて少 な くなるものの、

全体的に小 さめの個体が 目立ち、破砕率

は高 くな ります。

遺構 の平面分布図
※スクリーン トーンは貝層



成 23年度 埋蔵文化財調査件数

:103件
:1件 (西六郷一丁 目 22番 貝

塚 )

試掘調査 :3件 (久 保遺跡、久ヶ原遺

跡 2件 )

確認調査 :1件 (西 岡 53号墳 )

0          1m

l号竪穴状遺構の土層断面図

文化財調査  「 プ｀ 割部 」に P電 」 製固 璽嚢    南六郷 2-35地 先

このよ うな傾 向は、気 候の変動 によ り

貝類の生息環境の悪化が進み、貝の採取

活動 を続 けることが困難 になつてきた こ

とを示 していることが考 え られます。

さて、この貝塚 は 1号竪穴状遺構が使

用 されな くなつた後に埋没す る中で穴の

中に貝が捨て られて形成 された ものです。

1号竪穴状遺構 の性格 は今 回の調査では

明 らかにで きませ んで したが、湧水が著

しい ことか ら水汲み場 の よ うなもの とし

て利用 されていた ことが考 えられます。

近代の科学技術 を用いて建造 され、近

代化の発展に大 き く関わ りをもつ 「近代

化遺産」は、評価 され ないまま、失われ

がちです。大 田区では、平成 21年度以降、

こ うした文化遺産について、現状確認 と

記録保存のため、調査 を実施 しています。

「六郷水 門」 は、昭和 4年 (1929)、 多

摩川改修付帯工事 として、国庫補助 。東

京府補助 を得て工事 に着工 し、昭和 6年

(1931)4月 30日 竣工 しま した。以来、下

水道が完備す るまで、六郷用水の末流 を

は じめ、池上、矢 日、羽 田の一部 と六郷

のほぼ全域 の雨水や生活用水の排水 を処

理 しま した。

外観上は、 レンガ造の基礎部分 と鉄筋

コンク リー ト造の上部 (水 門扉 の上下動

なお、他 の遺構 で注 目され るのは、 1
号溝状遺構 か らま とまってモモの種 が出

土 した ことです。 この遺構の近 くでモモ

が栽培 されていた可能性 が うかがえます。

今回の調査 は限 られた範囲で したが、

区内で初 めて中世 の貝塚 が発見 され 、低

地部の開発が進展 していた ことが考古学

上、明 らかにな りま した。 さらに、区内

の低地部の利用の され方 を考 える上で重

要な情報 を得 ることができただけでな く、

今後、区内の低地部での調査 を展開 させ

てい く上で貴重な参考事例 とな りま した。

を行 う設備等をもつ塔屋)等 から構成 さ

れ、 ドーム状の頂部をもち、塔全体 も丸

みを帯び彫塑的なデザインが施 されてい

ることが特色です。
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六郷水F5(南面立面図 )
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★東京文化財ウィーク

・公開事業 10月 27日 ～11月 4日
・企画事業 10月 1日 ～H月 30日

この期間、都内全域で国・都指定文化財が公

開されるほか、各区市町村等が文化財に関連し

た事業を行います。大田区では、下記のとおり

です。

★ 文化財講演会

『板碑・石塔からみた中。近世の大田区域』

日時 :平成 24年 10月 28日  午後 2時～4時

場所 :池上会館 視聴覚室

問合せ先 :郷土博物館 文化財担当

★ 文化財ノくネル展

区内の文化財調査、遺跡調査を紹介します。ま

た、区内から出土した遺物も展示します。

日時 :平成 24年 10月 27日 ～31日

会場 :大田区役所 1階展示コーナー

★ _『大田区の古墳時代』展

大田区と多閣 |1下流域周辺の古墳から出土した

鏡を中心にミニ展示を行いま丸

同時 :平成 24年 10月 7日 (日 )

～平成24年 11月 25日 (日 )

会場 :郷土博物館 2階展示コーナー

智 基墓夏二:■週

①大坊本行寺 (池 上2105)
,「法華経板木」者;指定有形文化財

10月 28日 (日 )、 午前 9時 30分
～午後4時

。「日蓮上人入滅の旧跡」都指定旧跡

午前 9時 30分～午後4時

②池上本門寺 (池上 1-1-1)
。「本門寺五重塔」国重要文化財指定

外観のみ、終日公開。
。「池上本門寺宝塔」国重要文化財指定

外観のみ、終日公開。

③多摩川台公園 (田園調布 1-63-1)

・「亀 甲 山 古 墳」 国指定史跡
。「宝 薬 山 古 墳」 都指定史跡
・「多劇 |1台古墳群」 都指定史跡

④大森 海苔のふるさと館 (平和の森公園2-2)
「大森及び周辺地域の海苔生産用具」

国重要有形民俗文化財

午前9時～午後 5時 第 3月 曜休館 (祝 日は開館)

参加方法 ①は当日現地へ、②～④は期間以外にも見

ることができます。

● 文化財ウ五―クガイ_ドの配布

(数に限りがあります。ご了承ください)

配布場所 郷土博物館

◆ A旦区の文化財第39喋 1,Ooo円

『大田区の板碑集録』

第 9集『大田区の板碑』を基に、改めて現状確認調
査を行い、その後に区内から発見された板碑を力日え、
同書の復刻・補訂等を行った調査報告書を発行しまし

た。

・販売場所 郷土博物館

大田区役所 21砦 区吹情報コーナー

大田区教育委員会 郷土博物館 文化財担当
T143-0025

大田区南馬込 511-13

TEL:03-3777-1281    さヽX:03-3777-1283

昨年度の展示の様子

扇塚古墳から出上した鏡 (内行花文鏡)


